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至　平成２８年 ３月３１日

公立大学法人　青森公立大学



（単位：円）

差額

（決算-予算）

収入

　 運営費交付金収入 473,816,000 426,446,000 △ 47,370,000

施設整備費補助金収入 26,573,000 73,943,000 47,370,000

自己収入 860,722,000 856,951,738 △ 3,770,262

821,816,000 816,384,385 △ 5,431,615

その他収入 38,906,000 40,567,353 1,661,353

寄附金収入 0 1,500,000 1,500,000

補助金等収入 5,000,000 4,000,000 △ 1,000,000

受託研究等収入 172,000 4,731,000 4,559,000

目的積立金取崩収入 108,296,000 79,161,773 △ 29,134,227

計 1,474,579,000 1,446,733,511 △ 27,845,489

支出

　 業務費 1,078,246,000 985,508,741 △ 92,737,259

教育経費、教育研究費等 376,004,000 296,295,252 △ 79,708,748

人件費 702,242,000 689,213,489 △ 13,028,511

一般管理費 364,588,000 338,772,551 △ 25,815,449

施設整備費 26,573,000 73,941,938 47,368,938

受託研究等経費 172,000 2,480,000 2,308,000

寄附金事業費 0 1,500,000 1,500,000

補助金事業費 5,000,000 4,000,000 △ 1,000,000

計 1,474,579,000 1,406,203,230 △ 68,375,770

0 40,530,281 40,530,281 (注1６）収入-支出

(注９）

(注１０）

(注１１）

(注１２）

(注１３）

(注１４）

(注１５）

(注4）

(注5）

(注6）

(注7）

(注8）

授業料・入学料及び入学検定料収入 (注3）

平成2７年度　決算報告書

公立大学法人　青森公立大学

区　　分 予算額 決算額 備考

(注1）

(注2）
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○予算と決算の主な差異について

＜収入＞

＜支出＞

(注１０)

(注1１)

(注1２)

(注1３)

(注1４)

(注1５)

(注1６)

人件費については、退職教員の不補充等による執行額の減により、予算額に比べて決算額が減額
となっております。

注２の内容による支出であります。

注７の内容による支出であります。

注５の内容による支出であります。

注６の内容による支出であります。

決算報告書の収支差額（40,530,281円）と、会計上の当期総利益である28,516,664円の差額は、国
際芸術センター青森展示棟屋根の雪害による災害損失(19,926,000円)等であります。

一般管理費については国際芸術センター青森施設運営管理経費、大学運営対策経費の執行残な
どにより、予算額に比べて決算額が減額になっております。

(注９) 教育経費、教育研究経費等については、大学情報管理経費、教員の個人研究費の執行残などによ
り、予算額に比べて決算額が減額となっております。

(注1） 運営費交付金収入の決算額については、平成27年度の人件費等に係る精算により、平成28年度に
青森市に返還する金額（90,357,906円）が含まれております。したがって、実質的な決算額は当該金
額を控除した336,088,092円となります。

(注2)

(注3) 授業料・入学料及び入学検定料収入については、入学料収入・入学検定料収入の減等により、予
算額に比べて決算額が減額となっております。

施設整備費補助金収入については、講堂吊物改修工事・国際交流ハウス屋根ペンキ塗装工事・国
際芸術センター青森野外ステージウッドデッキ全面改修工事に係る精算分及び、国際芸術センター
青森展示棟屋根工事(一期・二期)に要した追給分(49,857,938円)が含まれており、その結果生じた、
平成28年度に青森市に返還する金額(1,062円)が含まれているため、実質的な決算額は当該金額を
控除した73,941,938円となります。

(注4) その他収入については、交流施設貸付料収入の増により、予算額に比べて決算額が増額となって
おります。

(注5) 寄附金収入については、ブロードバンド推進協議会からの寄附金の受領等により、予算額に比べて
決算額が増額となっております。

(注７) 受託研究等収入については、受託研究・受託事業の増及び、科学研究費助成事業の補正による科
学研究費補助金間接経費の増により、予算額に比べて決算額が増額となっております。

(注８) 目的積立金取崩収入金額が取崩収入充当項目の執行額減により、予算額に比べて決算額が減額
となっております。

(注6) 補助金等収入については、文化芸術の海外発信拠点形成事業補助金の減により、予算額に比べて
決算額が減額となっております。
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